
役員会（第２回）議事要旨 

 

 

 

１．日 時 ： 平成１６年４月２０日（火）１０：００～１２：１５ 

 

２．場 所 ： 事務局棟３階会議室 

 

３．出席者 ： 鳥居学長、安田理事、山本理事、北田理事、佐藤監事 

欠席者 ： 内藤理事 

（陪席者）： 井之上総務部長、小島研究協力部長、田保橋庶務課長 

（列席者）： 松山庶務課専門職員 

 

４．議 事 

（報告事項） 

（１）奈良先端科学技術大学院大学諸行事支援募金について 

北田理事から、配付資料１－１及び１－２に基づき説明があり、留学生

後援会費の使途については確認することがあるので再度検討することと

した。 

 

（２）東京リエゾンオフィスのネットワーク整備について 

北田理事から、配付資料２に基づき報告が行われた。 

 

（３）平成１６年度春期入学者選抜試験の概要について 

北田理事から、配付資料３に基づき報告が行われ、過去３年間の動向を

作成し、併せてデータ分析を行うこととした。 

 

（４）平成１５年度修了者数及び平成１６年４月在学状況について 

北田理事から、配付資料４に基づき報告が行われた。 

 

（５）平成１５年度修了者の動向について 

北田理事から、配付資料５-1～７-2に基づき報告が行われ、過去５年間

の動向を作成し、併せてグラフ化することとした。この件に関しては、役

員、就職担当教員、学生課を交えての打合せを行うこととした。 

 

（６）平成１５年度修了生アンケートについて 

北田理事から、配付資料８に基づき報告が行われ、過去５年間の推移を



グラフ化することとした。 

 

（７）平成１７年度入学者選抜試験日程について 

北田理事から、配付資料９に基づき報告が行われた。 

 

（８）学生募集説明会・オープンキャンパス実施計画について 

北田理事から、配付資料１０に基づき報告が行われた。 

 

（審議事項） 

（１）国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学規約について 

北田理事から、配付資料１１－１から１１－４に基づき説明があり、審

議の結果、次のとおりとなった。 

① 資料１１－１ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学経営協

議会委員の報酬等に関する規程（案）：原案どおり承認された。  

② 資料１１－２ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学化学物

質管理規程（案）：第５条（研究科長及び講座責任者の責務）で、先

端科学技術研究調査センターについて明示することとし、かつ責任者

について、再度検討することとした。 

③ 資料１１－３ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学学内共

同実験施設に関する規程（案）：実質は安全管理と運用面を分けるの

は難しいこと及び先端科学技術研究調査センターとベンチャー・ビジ

ネス・ラボラトリーの施設管理について、再度検討することとした。 

④ 資料１１－４ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学放射線

障害予防規程（案）：原案どおり承認された。 

 

（２）国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学英文表記について 

国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学英文表記について、配付資料

１２に基づき説明があり、審議の結果、文部科学省に確認することで、了

承された。 

 

（３）外部資金の受入れについて 

北田理事から、配付資料１３に基づき説明があり、審議の結果、承認さ

れた。 

 

 （４）大阪地区におけるリエゾンオフィス入居募集について 

北田理事から、配付資料１４に基づき説明があり、審議の結果、（財）

大阪産業振興機構については、応募することで承認された。 



（５）教育用コンテンツの活用・高度化事業の募集について 

北田理事から、配付資料１５に基づき説明があり、審議の結果、応募し

ないこととなった。 

 

（６）第３回産学官連携推進会議について 

北田理事から、配付資料１６に基づき説明があり、審議の結果、参加す

ることで承認された。 

 

 （７）先端科学技術研究調査センター教授候補者の選考について 

    山本理事から、配付資料１７に基づき説明が行われ、審議の結果、原案

どおり決定した。 

 

（その他） 

（１）各種委員会のうち学長が指名する者への辞令交付について 

北田理事から説明があり、辞令は出すが、学長からの交付は行わないこと

で、了承された。 

 

（２）本学ＨＰ掲載用議事要旨（役員会、教育研究評議会、経営協議会）につ

いて 

本学ＨＰ掲載用議事要旨及び添付する資料については、北田理事に一任

された。 

 

（３）平成１６年度春期環境美化について  

平成１６年度春期環境美化について、５月２５日（火）で実施すること

が確認された。 

 

以 上  


